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町の人口と世帯数

|;澱人口

世帯数3，689

(S51.9.30現在）

Il
L

’
,

r”

I||’ Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１

』

！
発行青森県金木町役場編集企 画室

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllUllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

’

、＞

F

ｅ

ダ

‐
》
Ｌ

わ
ら
焼
公
害
と

と
も
に
終
り
を
告
げ
る

津
軽
平
野
の
秋

ｌ
今
年
は
不
作
Ｉ

一
一

・
廓

》
罰

Ｐ
喀
岬

咄
至

醐
虹

榊
牢

轟
凹
雇

ｒ
ｚ

・
４
扇

椥
郵

弓
而

昭
買

》
岬

認
辱

｝
・
・
啄

伸
刊

軸
蹴

咽
基

小
仙

例
旧

制
Ｔ
ら

０
ｒ
】

理
》

や
》

幹
罰

即
罵

剰
測

盟
囮

段
脚

藍
Ｈ

諦
郡

罰
》

男
牌

幡
堀

轍
魁

瞬
瞬

招
諏

宇
蛙
例

稗
錘

二
Ｉ

冨
叩

旧
制

翫
叱

諦
蹄

錘
榊》

趾。
酔川

ヱ
岬

Ｐ
．
Ｎ
華

｛
》

睡
鄙

０
．
叶

壗
吋

尚
、

堀
謂

揺
慨

騒
出

川
△
開

画
叫

奉
雨

一
北
哩

願
唾

‐
噺

掃
州

堺
ロ
』

悌
齢

甜
岨

ヰ
ー出

制
ｒ
ｂ

■
望

榊
冗

尚
附

『
‐
吋

華
鵬

仲
“

曲
峰

師
△
描

壷
皿
輪

輌
謡

耐
Ｐ
ｂ

踊
湖

唯
酎

暫
輔

ｂ
腸

品
料

和
町

ロ
砺岬

‐
喜
一
’

一
｝
柳

』
垂
齢部

・
二
鯉

（1）第圭士5号

／￥7

昭和51年10月号

ノ3”

州

禰
MM珊剛M

噌砿
■■

－－

’
一

一
一
一

I

鰹
』
州 M



’

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

－七・

cロ■

、 日
本
赤
十
字
奉
仕
団
に
加
入
し
て
い

る
喜
良
市
南
分
団
（
分
団
長
古
川
リ
ヱ

）
と
北
分
団
（
分
団
長
田
村
キ
ミ
エ
）

は
、
十
月
一
日
、
喜
良
市
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
と
な
り
の
空
地
の
消
掃
奉
仕
を

し
、
地
城
の
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す

同
空
地
は
、
盆
お
ど
り
の
会
場
や
地

域
の
子
供
ら
の
遊
び
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
雑
草
の
伸
び
が
目
立

っ
て
き
た
の
を
赤
十
字
奉
仕
団
喜
良
市

き
れ
い
な
広
場
で

心
の
輪
を

広
げ
よ
う

赤
十
字
奉
仕
団
喜
良
市
分
団

分
団
が
見
て
、
今
回
の
清
掃
奉
仕
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
喜
良
市
子
供

会
館
に
染
ま
り
、
日
本
赤
十
字
奉
仕
団

の
指
導
講
師
を
さ
れ
て
い
る
三
上
明
さ

ん
よ
り
、
お
誉
め
と
〃
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
人
々
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
〃
と
い
う
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。六

〃
二
十
三
川
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
Ｈ
雌
マ
ラ
ソ
ン
は
、
九

〃
二
十
六
Ⅱ
で
今
年
の
全
Ⅱ
程

を
終
り
、
Ｍ
Ｈ
午
加
六
時
半
か

ら
動
物
剛
前
で
閉
会
式
を
行
な

い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
全
幽
に
参
加

微
が
、
脂
導
に
当
た
ら
れ
た
三

上
明
さ
ん
に
感
謝
状
が
人
橘
町

煙
か
ら
鵬
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
日
咄
マ
ヲ
ゾ
ン
に
は

毎
回
子
供
三
十
人
と
お
と
な
二

十
人
く
ら
い
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

》

日
曜
マ
ラ
ソ
ン
終
了

○
金
木
町
が
、
よ
り
発
展
す
る
た

め
の
企
画
は
？

○
こ
ん
な
こ
と
を
は
じ
め
て
は
？

○
こ
れ
を
し
て
ほ
し
い
。
あ
れ
を

や
め
て
は
？

な
ど
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

※
電
話
役
場
企
画
室

（
⑧
三
九
・
四
二

※
投
書
「
あ
な
た
の
提
案
箱
」

※
直
接
毎
月
十
五
日
の
「
町

民
と
役
場
と
語
る
会
」

（
夜
七
時
よ
り
中
央

公
民
館
）

あ
な
た
の
〃
チ
エ
〃
を

か
し
て
く
だ
さ
い

ア
イ
デ
ア
募
集

。
１
１
１
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こ
の
ほ
ど
金
木
小
学
校
に
、
金
木
老

人
ク
ラ
ブ
睦
美
公
よ
り
雑
巾
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
寄
附
さ
れ
た
雑
巾

の
枚
数
は
約
両
枚
で
す
が
、
Ｍ
ク
ラ
ブ

か
ら
金
木
小
学
校
へ
の
寄
州
は
六
、
七

い子らに

上。アノを寄贈

よ 田騎鶴田

ｰ

金
木
小
学
校
に

雑
巾
を
寄
贈

金
木
老
人
ク
ラ
ブ
睦
美
会

秋
空
に
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歌
ご
え
が
ひ

び
く
今
日
こ
の
ご
ろ
。

学
芸
会
・
文
化
祭
と

忙
し
い
毎
日
に
追
わ

れ
て
い
る
よ
い
子
ら

に
う
れ
し
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
ー
。伊

藤
庸
一
さ
ん

（
金
木
町
小
川
町
・

伊
藤
履
物
店
経
営
）

よ
り
、
金
木
小
学
校

の
よ
い
子
た
ち
に
卓

上
型
ピ
ア
ノ
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ピ
ア
ノ
は
、
市
価
四

十
万
円
も
す
る
も
の

で
、
講
堂
に
お
か
れ

て
お
り
、
学
芸
会
や

式
典
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

爵

Ｍ
学
校
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
青
森

県
小
学
校
音
楽
教
育
研
究
大
会
の
会
場

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
音
楽
教
育
が

な
す
も
の
も
大
き
い
だ
け
に
、
も
う
一

台
ピ
ア
ノ
を
望
ん
で
お
り
、
今
回
の
伊

藤
さ
ん
の
寄
付
に
関
係
者
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

年
前
か
ら
称
年
行
わ
れ
て
お
り
、
約
一

千
枚
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
も
、
子
ど
も
ら
が
蹄
除
の
と

き
に
使
川
し
て
お
り
、
大
変
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
、
と
再
ん
で
い
ま
し
た
。
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一
無
料
法
律
相
談
日
（
弁
護
士
と

〉
相
談
で
き
る
日
）
を
十
一
月
二
十
↑

一
日
（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

一
三
時
ま
で
役
場
三
階
会
議
室
で
開
↑

〉
没
し
ま
す
。

一
当
日
は
青
森
県
弁
護
士
会
所
属
↓

一
の
弁
護
士
が
、
財
産
、
金
銭
、
交
一

〉
通
事
故
等
あ
ら
ゆ
る
法
律
問
題
に
一

一
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
一

一
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

壷
、
ノ
‘
，
’
．
ｒ
，
Ｉ
、
グ
‐
，
’
，
ｒ
，
，
ｈ
，
，
‐
‐
ｂ
ｒ
Ｌ
ｒ
ｂ
ｒ
Ｌ
－
〃
ｒ
ｌ
Ｌ
Ｐ
ｒ
‐
‐
巳
も
ｒ
‐
Ｌ
砂
ｒ
ｂ
Ｐ
Ｌ
ｒ

〈
問
〉私

は
農
業
を
専
業
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
は
冷
害
に
よ
り
大
巾
な

減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

こ
の
た
め
、
農
業
所
得
も
昨
年
よ
り

減
少
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
税
務
署
か
ら
昭

和
五
十
一
年
分
の
予
定
納
税
額
の
通

知
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

4

4

1

無
料
法
律
相
談
日

Ⅱ
月
、
日

十
一
月
の
予
定
納
税
額
の

減
額
申
請
は

ｎ
月
蛎
日
ま
で

１
く
１
１
１

４
・
Ｊ
１
４
０
ｄ
ｑ
ｊ
可
ｊ
１
ｊ
ｑ
Ｉ
ｊ
、I

マーマーーマーーー

〈
答
〉今

年
の
異
状
低
温
に
よ
り
稲
作
に

被
害
を
受
け
ら
れ
た
農
家
の
皆
様
に

は
、
誠
に
お
気
の
毒
と
心
か
ら
お
見

舞
申
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
所
得
者
の
方
々
に
対

す
る
十
一
月
の
予
定
納
税
基
準
額
の

通
知
は
、
前
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
に
よ
る
農
業
所
得
を
基
と
し
て

計
算
し
通
知
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

の
で
、
本
年
分
の
農
業
所
得
の
申
告

納
税
見
積
額
と
通
知
さ
れ
た
予
定
納

税
基
準
額
と
比
較
し
て
著
し
く
減
少

す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、

減
額
承
認
申
請
苔
を
十
一
月
十
五
日

ま
で
提
出
し
減
額
の
請
求
が
で
き
ま

す
。
減
額
承
認
申
請
書
の
用
紙
は
、

税
務
署
・
役
場
税
務
課
・
農
協
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
御
請
求
下

式
｝
い
◎な

お
、
本
年
分
の
申
告
納
税
見
積

場
合
に
は
予
定
納
税
額
を
減
額
し
て

い
た
だ
く
方
法
が
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
が
ど
ん
な
手
続
き
を
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

（
農
業
者
Ａ
）

､p

屋
外
広
告
物
を
表
示
ま
た
は
設
置
す

る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

屋
外
広
告
物
条
例
は
、
六
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市
街
地

の
大
部
分
を
含
む
都
市
計
画
区
域
と
国

道
の
沿
線
な
ど
、
許
可
区
域
に
指
定
さ

れ
た
区
域
の
な
か
に
表
示
ま
た
は
設
置

さ
れ
て
あ
る
広
告
物
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
違
反
広
告

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
土
木
事
務
所
で
許
可

を
受
け
て
下
さ
い
。

法
令
ま
た
は
国
や
地
方
公
共
団
体
が

表
示
ま
た
は
設
置
す
る
も
の
や
、
選
挙

運
動
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
（
政
治
活
動

の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
は
条
例
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
）
な
ど
は
適
用
除
外
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
広
告
物
は
全

て
対
象
と
な
り
ま
す
．

屋
外
広
告
物
に
は
ボ
イ
ラ
ー
技
士

許
可
が
必
要
講
習
会
開
催

額
や
申
請
書
の
記
載
の
し
か
た
等
に

つ
い
て
も
税
務
署
・
役
場
税
務
課
・

農
協
で
御
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
遠
慮
な
く

御
相
談
下
さ
い
。

（
五
所
川
原
税
務
署
）

一
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
試
験
が
、

五
十
二
年
一
月
二
十
四
日
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
の
実
技
・
学
科
の
講

習
会
が
十
一
月
二
十
四
Ｈ
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
西
北
労

働
基
準
協
会
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

ふ
だ
ん
、
さ
さ
い
な
こ
と
と
し
て
見

す
ご
さ
れ
て
い
る
児
童
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
、
子
供
の
将
来
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
普
通
児

問
題
児
の
別
を
問
わ
ず
自
由
に
相
談
が

で
き
る
巡
回
児
童
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
・

日
時
十
一
月
十
九
日

十
時
三
十
分
～
三
時

場
所
金
木
町
中
央
公
民
館

県
で
は
、
交
通
事
故
の
被
害
者
ま
た
ご
旅
行
、
出
か
せ
菱

は
そ
の
家
族
の
救
済
を
目
的
と
し
て
、
出
ら
れ
る
時
は
、
町
内

交
通
事
故
相
談
所
を
設
け
、
相
談
者
の
〃
か
ら
お
買
求
め
く
形

た
め
親
身
に
な
っ
て
指
導
相
談
に
あ
た
な
お
、
出
か
せ
ぎ
者

っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ご
遠
慮
な
く
利
ら
無
料
で
送
っ
て
く
れ

用
し
て
下
さ
い
。
・
用
く
だ
さ
い
。

｝

く
わ
し
い
こ
と
は
土
木
事
務
所
の
用

地
課
財
産
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

巡
回
児
童
相
談
所
開
設

交
通
事
故
相
談
所
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

℃

た
ば
こ
二
十
本
入
一
個
に
つ
い
て
十

六
円
九
十
二
銭
が
〃
た
ば
こ
消
費
税
″

と
し
て
町
の
収
入
に
な
り
、
昭
和
五
十

年
度
は
約
二
千
六
百
万
円
と
い
う
大
き

な
財
源
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
生
活
と

町
の
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
旅
行
、
出
か
せ
ぎ
等
で
、
町
外
に

出
ら
れ
る
時
は
、
町
内
の
〃
た
ば
こ
店

″
か
ら
お
買
求
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
か
せ
ぎ
者
に
は
、
お
店
か

ら
無
料
で
送
っ
て
く
れ
ま
す
か
ら
ご
利

用
く
だ
さ
い
・

硯

金
木
町
の
歴
史
的
過
程
・
現
況
。
縄

文
遺
跡
と
遺
物
・
金
木
地
方
各
村
の
生

い
立
ち
と
新
金
木
町
の
誕
生
・
伝
説
・

夜
話
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、

別
冊
付
録
と
し
て
は
金
木
地
方
略
年
表

北
津
軽
郡
町
村
勢
一
覧
が
あ
り
、
郷
土

史
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

頒
布
価
格
は
一
部
三
千
五
ｎ
円
で
、

役
場
企
画
室
で
受
付
中
で
す
．

完
成
は
十
一
Ⅱ
下
旬
で
す
。

相
談
日
：
休
日
を
除
き
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

（
県
庁
本
館
五
階

電
話
⑳
二
二

内
線
五
四
四
○
・
五
四
四
二

た
ば
こ
は

町
内
の
商
店
か
ら

十
一
月
末
完
成

〃
金
木
郷
土
史
″

予
約
募
集
中
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県
立
の
技
術
専
門
学
校
で
は
、
将
来

立
派
な
職
業
人
と
な
る
た
め
に
必
要
な

技
能
を
身
に
つ
け
た
い
と
希
望
す
る
人

の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
昭
和
五
十
二

年
度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
募
集
校
お
よ
び
定
員
）

◎
背
森
商
等
技
術
専
門
学
校

測
吐
科
（
犯
名
）
、
イ
ン
テ
リ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
科
（
犯
名
）
、
弛
子
機
械
科

（
鋤
名
）
、
地
笂
工
堺
科
（
沁
潴
）
、

建
技
機
械
盤
備
科
（
犯
名
）
、
縫
製
科

（
加
潴
）
、
配
符
科
（
”
名
）

◎
弘
前
技
術
専
門
学
校

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
８
〃
屈
出
分
）

野
宮
佑
子
（
治
長
女
）
金
木

斎
藤
聡
洋
（
竹
春
２
男
）
嘉
瀬

福
山
実
（
滴
人
２
男
）
金
木

長
尾
俊
也
（
修
造
長
男
）
金
木

岡
本
洋
子
（
夫
美
男
長
女
）
嘉
瀬

泉
谷
由
加
子
（
信
治
長
女
）
喜
良
市

伊
藤
一
武
（
充
長
男
）
川
倉

中
谷
潤
（
義
一
２
女
）
川
倉

今
誠
子
（
定
博
長
女
）
喜
良
市

高
等
技
術
専
門
学
校

学
生
募
集

機
械
科
（
扣
名
）
、
砥
気
工
事
科
（

和
名
）
、
農
業
機
械
盤
備
科
而
名
）

木
工
科
（
鋤
名
）
、
建
築
科
（
別
名
）

左
官
科
（
鋤
名
）

◎
八
戸
技
術
専
門
学
校

溶
接
科
（
仙
名
）
、
縫
製
科
（
加
名

）
、
自
励
車
整
備
科
（
㈹
名
）
、
事
務

科
山
名
）

◎
む
つ
技
術
専
門
学
校

趣
築
科
（
帥
名
）

◎
三
沢
技
術
専
門
学
校

溶
接
科
（
加
名
）
、
屯
子
機
器
科
（

如
名
）
、
自
動
車
整
備
科
（
知
名
）

杉
山
祐
介
（
嘉
実
長
男
）
中
柏
木

一
戸
郁
哉
（
彰
長
男
）
金
木

鎌
田
千
佳
久
（
千
代
悔
２
男
）
班
瀬

白
川
滴
二
（
節
雄
２
男
）
再
良
市

沢
田
め
ぐ
み
（
昇
長
女
）
嘉
瀬

鳴
海
琴
恋
（
俊
明
３
女
）
嘉
瀬

田
中
由
香
利
（
蛸
六
長
女
）
川
倉

鳴
海
順
一
（
君
雄
２
男
）
嘉
瀬

斎
藤
武
（
知
幸
長
男
）
嘉
瀬

田
中
謙
治
（
融
２
男
）
蒔
田

松
山
倫
子
（
寿
樹
長
女
）
金
木

西
沢
和
洋
（
正
剛
長
男
）
金
木

加
翫
谷
文
豪
（
勝
雄
２
男
）
喜
良
市

宮
崎
明
佳
（
節
夫
長
女
）
喜
良
市

白
川
通
子
（
律
臣
長
女
）
金
木

泉
谷
昌
克
（
岳
身
２
男
）
川
倉

江
良
和
花
子
（
一
美
２
女
）
金
木

沢
田
典
江
（
敏
彦
長
女
）
金
木

（
９
月
届
出
分
）

鍍
浪
直
美
（
義
和
２
女
）
金
木

↑

◎
木
造
技
術
専
門
学
校

溶
接
科
（
鋤
名
）
、
自
動
車
整
備
科

（
知
名
）
、
建
築
科
（
、
名
）

（
応
募
資
格
お
よ
び
募
集
期
間
）

中
学
校
、
高
等
学
校
の
新
規
学
卒
者

で
あ
っ
て
、
就
職
意
欲
の
旺
盛
な
人
。

期
間
は
、
十
一
月
一
日
（
火
）
か
ら

十
二
月
三
日
（
金
）
ま
で
。

（
手
続
・
そ
の
他
）

入
学
願
香
は
、
各
技
術
専
門
学
校
ま

た
は
分
共
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま
す
の

で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の
上
、
希
望

の
専
門
学
校
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
各
技
術
専
門
学
校
・

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
県
庁
職
業
訓

練
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

鎌
田
ま
ど
か
（
光
寛
長
女
）
嘉
瀬

近
村
伸
悟
（
勝
彦
長
男
）
金
木

成
田
恵
美
（
良
昭
長
女
）
金
木

吉
崎
素
子
（
展
美
長
女
）
嘉
瀬

須
崎
毅
純
（
寛
三
長
男
）
嘉
瀬

西
村
美
紀
（
安
信
長
女
）
喜
良
市

蝦
名
幸
寛
（
薫
２
男
）
金
木

白
川
た
つ
み
（
昭
夫
２
女
）
川
倉

大
橋
央
佳
（
治
長
男
）
喜
良
市

松
川
ひ
ろ
み
（
宏
２
女
）
嘉
瀬

沢
田
奈
々
（
潤
長
女
）
嘉
瀬

川
口
克
久
（
隆
長
男
）
蒔
田

泉
谷
千
晴
（
靖
男
長
女
）
川
倉

中
村
真
希
（
仁
長
女
）
金
木

相
内
範
彦
（
賢
逸
長
男
）
金
木

秋
元
琢
也
（
栄
子
男
）
川
倉

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
８
月
届
出
分
）

ヘ
小
松
常
一
（
常
頼
長
男
）
嘉
瀬

一
鎌
田
京
子
歪
雄
２
女
）
嘉
瀬
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（
吋
控
銅
卜
軸
一
鑪
建
助
躯
趨
一
挙
手
峰

（
華
唯
岬
識
一
鋤
準
郎
韮
鍔
一
諦
震
杣

（
岬
睡
隷
↑
霊
鍵
罎
趨
一
華
所
棒

（
鰐
西
辨
銅
一
窪
剰
霊
筆
一
籠
籠
柿

（
和
酔
静
辨
一
率
鍾
郎
率
雲
舘
崎
稗

（
跨
田
悸
調
一
誌
壱
塞
蘂
癖
捧

（
垂
郵
ゆ
認
巷
一
準
蓉
握
趨
一
章
銅
柿

（
垂
峠
諦
窄
一
癖
“
郎
鐸
趨
一
毒
所
稚

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（
８
月
届
出
分
）

山
中
市
太
郎
（
ぬ
才
）
嘉
瀬

伊
藤
藤
一
（
ぬ
才
）
喜
良
市

石
戸
谷
ヨ
リ
（
蛇
才
）
金
木

伊
藤
ヤ
ッ
エ
（
弱
才
）
金
木

津
島
ツ
ル
（
妬
才
）
金
木

松
尾
キ
セ
（
ｎ
才
）
金
木

吉
崎
カ
ネ
（
的
才
）
嘉
瀬

白
川
な
ん
（
副
才
）
川
倉

津
島
ま
よ
（
池
才
）
金
木

川
口
マ
サ
（
兜
才
）
蒔
田

工
藤
保
信
（
九
才
）
嘉
瀬

（
９
月
届
出
分
）

長
内
政
五
郎
（
鈍
才
）
喜
良
市

角
田
セ
ツ
（
弘
才
）
金
木

藤
元
た
き
（
瓢
才
）
金
木

Ｊ

岩
村
繁
義
（
弱
才
）
嘉
瀬

其
田
豊
太
郎
（
配
才
）
川
倉

近
藤
志
わ
（
師
才
）
喜
良
市

三
上
友
三
郎
（
副
才
）
喜
良
市

沢
田
ユ
リ
子
（
妬
才
）
金
木
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